
 

 

 

 

 

 

 

４－１５ 触れ合い活動の場 
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4.15 触れ合い活動の場 

4.15.1 調査 

１ 調査項目及び調査地点 

調査地点の選定理由等は表4-15-1に示すとおりである。また、調査地点図は図4-15-1に示すと

おりである。 

 

表 4-15-1 調査地点の選定理由等 

調査項目 地点 選定理由 

触れ合い活動の場 

対象事業実施区域北側の千曲川河川敷 

千曲川河川敷は、バードウォッチング

や釣りをはじめ自然環境との触れ合い

活動の場であるため選定した。 

千曲川サイクリングロード 

対象地域周辺の千曲川流域のサイクリ

ングロードであり、多くの利用者が想

定されることから選定した。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-15-1 触れ合い活動の場の調査地点図 
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２ 調査結果 

１) 現地踏査結果 

河川敷地内には、平成24年９月27日の調査時につけ場漁の小屋が存在していたが、11月４

日の現地踏査時には撤去されていた。平成25年４月28日の調査で再び設置されていることを

確認した。 

 

２) 利用状況調査 

(1) ルートセンサスの調査結果（千曲川河川敷） 

千曲川河川敷の利用状況は、表4-15-2に示すとおりである。 

釣り人は平日で３人、休日で４人～６人確認した。また、平日及び休日で農地として利用

している状況も確認した。 

表 4-15-2 千曲川河川敷の利用状況 

利用状況 
平成 24 年 平成 25 年 

９月 27 日（木） 11 月４日（日） ４月 28 日（日） 

釣り ３人 ４人 ６人 

 

(2) 定点観測結果（サイクリングロードの利用状況） 

St.7地点で定点観測したサイクリングロードの利用状況は、表4-15-3に示すとおりである。 

サイクリングしている人は平日で16人、休日で101人～141人確認した。ジョギングをして

いる人は平日で０人、休日で19人～20人確認した。 

サイクリングロードの利用は、平日より休日の利用が多いことを確認した。 

 

表 4-15-3 サイクリングロードの利用状況 

利用状況 
平成 24 年 平成 25 年 

９月 27 日（木） 11 月４日（日） ４月 28 日（日） 

サイクリング 16 人 101 人 141 人 

ジョギング ０人 19 人 20 人 

 



4-15-3 

 

4.15.2 予測及び評価の結果 

１ 工事中の建設作業による影響 

１) 予測結果 

(1) 触れ合い活動の対象資源 

「4-11 植物」、「4-12 動物」及び「4-13 生態系」の工事中の予測結果で示されたとお

り、土地造成、掘削、舗装・コンクリート工事、建築物の工事による動植物及び生態系に及

ぼす影響はないものと考えられる。 

千曲川河川敷において、サイクリングや釣りをはじめ自然環境との触れ合い活動が行われ

ているが、対象となる動植物への影響もないことから、触れ合い活動の対象資源の変化はな

いものと予測した。 

 

(2) 触れ合い活動の場の利用環境の快適性・アクセス 

千曲川河川敷には河原、水辺環境等が存在するが、事業による直接的な改変を受けること

はない。また、建設機械の稼働に伴う大気質、騒音、振動に及ぼす影響は軽微であることか

ら、触れ合い活動の利用環境の快適性に影響を及ぼすことはないと考えられる。 

なお、工事関係車両は堤防道路を通ることがないことから、触れ合い活動の場である千曲

川河川敷内へのアクセスへ及ぼす影響はないものと予測した。 

 

２) 環境保全措置の内容と経緯 

本事業の実施においては、できる限り環境への影響を緩和させるものとし、「4-1 大気質」、

「4-2 騒音」、「4-3 振動」及び「4-6 水質」に示した工事中の環境保全措置を実施する。 

 

３) 評価方法 

評価の方法は、現地調査及び予測の結果並びに検討した環境保全措置の内容を踏まえ、触

れ合い活動の場の資源及び利用環境の快適性・アクセスに及ぼす影響ができる限り緩和され

ているかどうかを検討した。 

また、予測結果が表4-15-4に示す環境保全に関する目標と整合が図れているかどうかを検

討した。 

 

表 4-15-4 環境保全に関する目標(工事による影響) 

項目 環境保全に関する目標 

触れ合い活動の場 地域の触れ合い活動の場が維持され、また活動に影響を与えないこと 
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４) 評価結果 

(1) 環境への影響の緩和に係る評価 

事業の実施にあたっては、「２）環境保全措置の内容と経緯」に示したように、大気質、

騒音、振動及び水質に係る工事中の環境保全措置を実施する。これにより動植物の生息・生

育環境は保全され、触れ合い活動対象資源への影響は緩和されるとともに、触れ合い活動の

場の利用環境への影響も緩和される。 

以上のことから、工事による触れ合い活動の場の資源・利用環境への影響については、環

境への影響の緩和に適合するものと評価する。 

 

(2) 環境保全に関する目標との整合性に係る評価 

千曲川河川敷には、河原、水辺環境等が存在するが、事業による直接的な改変は行わない。 

また、触れ合い活動の利用環境の快適性に影響を及ぼすことはないと予測した。 

以上のことから、工事による触れ合い活動の場に及ぼす影響については、環境保全に関す

る目標との整合性は図られているものと評価する。 

 

２ 存在・供用時の焼却施設の稼働による影響 

１) 予測結果 

(1) 触れ合い活動の対象資源 

「4-11 植物」、「4-12 動物」及び「4-13 生態系」の存在・供用の予測結果で示された

とおり、焼却施設の稼働による動植物及び生態系に及ぼす影響は軽微であると考えられる。 

千曲川河川敷において、サイクリングや釣りをはじめ自然環境との触れ合い活動が行われ

ているが、対象となる動植物への影響もないことから、触れ合い活動の対象資源の変化はな

いものと予測した。 

 

(2) 触れ合い活動の場の利用環境の快適性・アクセス 

千曲川河川敷には、河原、水辺環境等が存在するが事業による直接的な改変を受けること

はない。また、施設の稼働に伴う大気質、騒音、振動、悪臭に及ぼす影響は軽微であること

から、触れ合い活動の利用環境の快適性に影響を及ぼすことはないと考えられる。 

なお、触れ合い活動の場を利用するにあたっては、堤防道路を通る必要があるが、存在・

供用時に通行する廃棄物等搬入車両の増加は、現況の断面交通量の約６％と算出し、触れ合

い活動の場である千曲川河川敷内へのアクセスへ及ぼす影響はないものと予測した。 
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２) 環境保全措置の内容と経緯 

本事業の実施においては、できる限り環境への影響を緩和させるものとし、「4-1 大気質」、

「4-2 騒音」、「4-3 振動」、「4-5 悪臭」、「4-11 植物」、「4-12 動物」及び「4-13 生

態系」の存在・供用による影響に示した環境保全措置を実施する。 

 

３) 評価方法 

評価の方法は、現地調査及び予測の結果並びに検討した環境保全措置の内容を踏まえ、触

れ合い活動の場の資源及び利用環境の快適性・アクセスに及ぼす影響ができる限り緩和され

ているかどうかを検討した。 

また、予測結果が表4-15-5に示す環境保全に関する目標と整合が図れているかどうかを検

討した。 

 

表 4-15-5 環境保全に関する目標(存在・供用による影響) 

項目 環境保全に関する目標 

触れ合い活動の場 地域の触れ合い活動の場が維持され、また活動に影響を与えないこと 

 

４) 評価結果 

(1) 環境への影響の緩和に係る評価 

事業の実施にあたっては、「２）環境保全措置の内容と経緯」に示したように、大気質、

騒音、振動、悪臭、植物、動物及び生態系に係る施設稼働時の環境保全措置を実施する。こ

れにより動植物の生息・生育環境は保全され、触れ合い活動対象資源への影響は緩和される

とともに、触れ合い活動の場の利用環境への影響も緩和される。 

また、堤防道路を廃棄物搬出入車両等の走行ルートとすることによる交通量の増加は、触

れ合い活動の場へのアクセスに影響を与えることはないものと予測した。 

以上のことから、存在・供用による触れ合い活動の場の資源・利用環境への影響について

は、環境への影響の緩和に適合するものと評価する。 

 

(2) 環境保全に関する目標との整合性に係る評価 

千曲川河川敷には、河原、水辺環境等が存在するが、事業による直接的な改変は行わない。 

また、触れ合い活動の利用環境の快適性に影響を及ぼすことはないと予測した。 

以上のことから、存在・供用による触れ合い活動の場に及ぼす影響については、環境保全

に関する目標との整合性は図られているものと評価する。 

 

 


